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 本日はこのようなラフな格好で申し訳ありません。

先ほど「この後、ローラースケートにでも行くんです

か？」と聞かれましたが、実はこの服は完璧に計算し

て選んだつもりです。これはスター・ウォーズ T シ

ャツなのですが、これを着てきた理由は、私がものす

ごい「スター・ウォーズおたく」であるということと、

今日、お話しするのが学術コミュニケーションの少し

先の未来についてだけでなく、今後向かっていくであ

ろう、はるか遠い未来、ワクワクするような未来、言

ってみれば「スター・ウォーズ的未来」についてお話

しさせていただこうと思っているからです。

 まず、オープンアクセスが極めて重要だという点に

ついては、恐らく誰もが同意すると思います。しかし、

今日お話ししたいのは、オープンアクセスはファース

トステップでしかないということです。それは、学術

コミュニケーションの世界でこれから起きてくる、本

当に刺激的な変化に向けて必要となるファーストステ

ップです。これまではオープンアクセスといえば、学

術コミュニケーションの方法として極めて重要な位置

付けにあったジャーナルの論文を対象としていました。

しかし、ウェブの時代となった今、私たちは全く新し

い学術コミュニケーションの形に向けて動き出すため
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の力を手に入れました。一方で私たちはまだ学術コミ

ュニケーションの真の変革に向けてウェブの力をフル

に活用しているとは言えません。ウェブは欧州原子核

研究機構（CERN）の科学者が科学の発展のために発

明したものだという歴史を考えれば、こうした状況を

非常に残念に思います。 

 ウェブは社会のあらゆる側面を変えていきましたが、

学術コミュニケーションは変わらないままでした。ジ

ャーナルはオンラインで読めるようになりましたが、

そんなものは変革とは言えません。単に、以前からあ

る紙媒体が以前より早く読めるようになったというだ

けのことです。以前は馬で運んでいたものを今はイン

ターネットで運んでいるのです。つまり、馬のスピー

ドが速くなっただけと言ってもいいでしょう。私たち

がウェブを使ってやるべきことは、紙媒体をより早く

届けることではなく、全く新しい、ウェブネイティブ

な学術コミュニケーションを創造することです。単に

紙をコンピュータの画面に移しただけではない、ウェ

ブを核とする、今までとは全く異なる新たな形です。

今、申し上げたウェブネイティブな形というのは具体

的にはどのようなものでしょうか。今日は、ウェブに

移行すべき学術コミュニケーションの四つの分野につ

いてお話ししたいと思います。 

 

データ、分析、論述、対話 

 科学者はまずデータを集め、そのデータを分析し、

データをめぐるストーリーを論じます。そして、最後

に、これが最も重要なステージですが、自分が発見し

たことについて学術コミュニティーと対話をしていき

ます。 

 まずデータから見ていきましょう。最近では、ファ

イルキャビネットにデータをしまい込んでおくのでは

なく、ウェブを使ってパブリッシュすることができる

ようになりました。figshare や Dryad 等のサービス、

さまざまな分野別のデータリポジトリを利用すること

ができるようになっています。では、データをオンラ

インで入手できるようになった、その次に来るものは

何でしょうか。科学者として次にやるべきことはその

データの分析です。 

 伝統的なデータ分析のやり方は、私の専門である社

会科学の分野では特にそうでしたが、大学院生をつか

まえてデータを渡し、部屋に閉じ込めて「0.05 という

数値が出てくるまで出てくるな」と指示するのが定石

でした。しかし、最近では徐々にデータ分析ツールが

使われるようになっています。全てコンピュータ上で、

他の研究者によって再現できる形で各工程の処理が行

なわれます。スタートボタンをクリックすれば、ステ

ップ 1、2、3、4 と進み、機械の中だけで統計的分析

が完了します。例えば、Carl Boettiger という科学者が

います。彼は論文もパブリッシュしていますが、デー

タとその分析もパブリッシュしています。何がクール

かというと、私がそれをダウンロードして、私のコン

ピュータで実行すると同じ結果が得られるというだけ

ではなく、私から変更を加えることもできるというこ

とです。もし変えたいと思えば細かい点も変えられま

す。「Carl、ここが間違っていたよ。修正しておくね」

と言えばいいのです。このプロセスはさらにスピード

が速くなっていきます。私たちはお互いが再現できる

ようにデータを共有し、分析も共有しています。 

 では、次のステップは何でしょうか。次はストーリ

ーを論じることです。普通、科学者は自分たちのこと

をストーリーテラーだとは考えません。しかし、実は

科学者もストーリーテラーなのです。純粋科学の分野

でさえ、面白い疑問が研究の動機になっています。科

学を伝えようとするとき、科学者はなぜその疑問が面

白いのか、なぜ自分のやり方が面白いのか、なぜこの

研究が重要なのかということを明確にしなければなり

ません。それをストーリーに組み立てていきます。現

実の世界でこのストーリーを伝える方法はストーリー

によって異なります。小説の形で伝えたいと思うかも

しれないし、短編小説かもしれません。あるいはマン

ガや映画かもしれないし、自分自身の言葉で伝えたい

と思うかもしれません。ストーリーを語るための方法

はストーリーによってさまざまです。しかし、科学の
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世界のストーリーは伝統的に、二つのジャンルに限定

されてきました。すなわち、論文と書籍です。しかし、

ウェブネイティブな科学の時代がやって来ました。ス

トーリーを語る手段は動画、ブログ、ノートブック、

インフォグラフィック、スライドなどがありますし、

論文と書籍以外のジャンルもあります。 

 さて、データを収集し、その分析を行ない、論述し

た後、次にしなければならないことは何でしょうか。

それは最も重要で刺激的なステージ、すなわち対話で

す。しかし、これは何も目新しいものではありません。

科学の世界ではごく初期の頃から対話というものが行

なわれていました。科学ジャーナルが誕生する以前か

ら、ニュートン、コペルニクス、ガリレオといった初

期の科学者たちは、互いに手紙をやりとりして対話を

していました。それが何世紀にもわたって科学の世界

を動かしてきた原動力だったのです。このステージこ

そウェブが深く関わってくる部分です。それは、ウェ

ブは対話の促進という点で非常に優れているというこ

とがわかってきたからです。 

 この点について事例を二つご紹介します。これは

Twitter で、今年開催されたアメリカ図書館協会の会

議についてのフィードです（図 1）。このフィードの

中で、いろいろな人がいろいろなプレゼンテーション

について議論しています。「これが良かった」「これは

良くなかった」「これのここは間違っている」「ここを

こうすればもっと良くなる」といった具合です。こう

した対話は、これまでの学術会議においても必要不可

欠なものでした。いろいろな意味で、学会に参加する

のはこれが目的だったりします。しかし、こうした対

話は従来、会議場の廊下で行なわれてきました。それ

が今では Twitter 上で行なわれています。誰でも参加

でき、時間が経っても対話の中身が残ります。廊下で

の対話は消えていってしまいますが、Twitter なら残

すことができます。そして、それを読んだり、利用し

たり、それに対して何らかのアクションを取ったり、

それを基に何かを積み上げていったりすることができ

るのです。 

 もう一つは、MathOverflow という数学者のための

Q&A サイトです。数学者は数学について話すのが大

好きなのです。彼らが数学者という仕事を選んだのは、

ほとんどそれが理由だと思います。しかし、そのよう

な対話は従来、大学のラウンジのソファーに座って対

面で行なわれていました。このサイトは、数学者たち

がこれまでは対面で行なっていた、難しくて面白い数

学の問題をめぐって対話を交わせる場所です。同じ大

学の中の優秀な学者 5 人とだけ対話するのではなく、

世界中にいる優秀な学者 5000 人と対話することがで

きるのです。このサイトがもたらした効果は目覚まし

く、人類の数学の知識を大きく前進させました。最近、

出版された数学分野の論文にはこう書かれています。

「われわれは、ここ（頭脳）でこの推論を証明しよう

とは思わない。これは MathOverflow 並みの難しさだ

と考えるからだ」と。つまり、あまりにも難しくて自

分の頭だけでは解けないから、このサイトで解いても

らわなくてはならないというのです。 

 さて、データ収集、分析、論述、対話と見てきまし

たが、全てがウェブに移行してきています。私は

Twitter に関するこの引用が気に入っています。

「Twitter で何かを見ていると、まるで審査員が自分

のために選んでくれたみたいに感じる」というのです。

ピアレビューを紙の上ではなくウェブで行なうと、ど

ういうものになるでしょうか。私は恐らく Twitter に

似た感じになるのではないかと思います。ここで私の

持論を述べさせていただくと、ウェブは、過去 50 年
（図 1） 
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間で科学の正しい方法として確立されてきた儀式の一

つとしての出版という考え方から脱却して、「出版

（publishing）」の本来の意味、すなわち「公にするこ

と（making public）」に意識を向けさせてくれるツール

だということです。 

 ピアレビューに関してですが、ピアレビューと言え

ば、私たちはすぐに伝統的な学術ジャーナルを思い浮

かべます。私も博士課程に籍を置く学生ですが、読む

必要がある研究を査読付きジャーナルで探すことはほ

とんどなくなり、Twitter フィードで見つけるように

なっています（図 2）。これが私のピアレビューにな

っています。ジャーナルを読もうと思っても、自分の

専門分野のジャーナルでさえ、1 冊のうち 80%は全く

興味が持てないトピックです。私の Twitter は、まさ

に私にとって重要な事柄を常に見つけてくれる人々か

らのフィードで成り立っています。そういうフィード

を配信してくれない人はリストから外します。彼らは

私のためのフィルター役になってくれているのです。

私には（査読付きジャーナルのように）たった 2 人で

はなく、1000 人のレビュアーがいるということにな

ります。しかも他人の意見でランダムに選んだレビュ

アーではなく、私自身が信頼する、私が読んで面白い

とか重要だと思うものを見つけてくれることがわかっ

ているレビュアーたちなのです。 

 では、このウェブネイティブな世界におけるパブリ

ッシングは、どのように行なわれるのでしょうか。一

つの方法がこれです。従来のような学術論文を出版し

たい場合、1～2 年、あるいはそれ以上待たなければ

いけませんでした。コンピュータサイエンス分野の学

者と話したことがありますが、その人は幾つかのソフ

トウェアに関するレビューを書いたら出版されるまで

に 5 年間かかったと言っていました。そして、それが

出版された頃には、レビューの対象になったソフトウ

ェアのベンダーはみんな倒産してしまっていたのです。

私も論文をあるジャーナルに送りましたが、9 カ月間

待ち続け、とうとう我慢の限界を超えました。その論

文は Google Docs で書いたものだったので、ジャーナ

ルの編集長にこの論文を公開してもいいかと尋ねまし

た。OK ということだったので、「公開する」をクリ

ックしました。私は Clay Shirky の「ウェブの時代にお

いて、パブリッシュとはビジネスモデルを意味しない。

それは単に（コンピュータ画面上の）ボタンの一つに

過ぎない」という言葉が気に入っています。 

 私はそのボタンを押し、素晴らしいレビューを受け

ることができました。十何人という人が私の原稿を読

んで「これを忘れている」「こちらの方が良い」とい

ったコメントをたくさん付けてくれたのです。「いい

論文だ」というコメントは期待していたほど多くあり

ませんでしたが。後にある会議で、私の専門分野で著

名な学者に会いました。私は大学院生なので、彼に自

分をアピールしよう思いました。すると、彼は「君の

ことは知っている。あの Google Doc の論文の著者だ

ろう？」と言ってくれたのです。紙のジャーナルは一

体何のために必要だったのだろうとさえ思います。私

は自分の論文を自分が信頼している人に査読してもら

い、自分が読んでもらいたい人に届けることができて

いるからです。 

 

学術的なインパクトの計測 

 私の理解では、現在もまだジャーナルが必要とされ

る理由は、フィルターをかけることとインパクトの規

模を測定することが必要だからです。私がやったよう

な無謀な実験は誰もができるものではありません。ジ

ャーナル、データセット、分析、伝達といった個々の
（図 2） 
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学術的成果物のインパクトを評価する数値的なウイン

ドウが必要とされているのです。それは、どのように

行なわれるのでしょうか。私たちは引用をカウントし

ています。その結果はこんな感じのかわいい図になり

ます（図 3）。これは、この人が彼を引用したという

ことを表しており、これを視覚化して科学的なインパ

クトを計測することができます。 

 なかなか美しいものではないかと思いますが、これ

はまだまだほんの一部です。今、見えているウインド

ウは曇っています。私のことを「変な奴だ。ただ引用

に難癖をつけたいのだろう。引用は確かなもので、彼

の言うことなど気にしない」と思って、私が言うこと

を割り引いて考えても構わないでしょう。しかし、こ

れは私が勝手に考えた、突飛なアイディアではありま

せん。実際、引用マイニングの欠点についてはだいぶ

前から広く認識されています。1977 年、最も著名な

科学史家 Thomas Kuhn はこう言っています。「新しく

出現しつつある研究の最前線をとらえるには、フォー

マルなコミュニケーションとインフォーマルなコミュ

ニケーションの両方を追うことが必要だ」。Bernal も

1944 年に同じことを言っています。さらに

bibliometrics の父であり、全ての提唱者であり、いろ

いろな意味で非常に重要な科学者である Eugene 

Garfield は、「頻繁に引用されていなくても明らかに有

用性の高いジャーナルが存在する」と言っています。 

 こうした問題があることは知られており、多くの人

が不満に感じていることでもありますが、これを解決

する方法はありませんでした。インフォーマルなイン

パクトというものはどうやって測ればよいのでしょう

か。それは一過性のものであり、すぐに流れていって

しまいます。今、私がしゃべっている言葉も消えてい

きます。個人的な手紙もなくなってしまいます。それ

らを追跡する方法はありません。しかし、今はできな

くても、明日を夢見ることはできます。こうしてスタ

ー・ウォーズ T シャツを身に着けていますし、はる

か遠い未来を想像することができます。ではあらゆる

インパクトを追跡できるとしたら、どういう形になる

のでしょうか。 

 恐らく幾つかの形が考えられると思います。インパ

クトの二つの側面、すなわちオーディエンスとエンゲ

ージメントを見ていくことになると思います。オーデ

ィエンスには、少なくとも 2 種類のカテゴリーがあり

ます。すなわち、学者と一般人です。エンゲージメン

トとは、閲覧回数、議論に参加する、保存する、実際

に引用する、最終的には他の人に推薦するといった関

与のレベルの違いがあります。これらをこのような表

にまとめて視覚化してみます（図 4）。この表は今の

段階でどのくらい埋まるでしょうか。ご覧の通り、非

常にわずかです。先ほども申し上げたように、これは

かなり以前から問題として認識されていました。しか

し、いろいろなものがウェブに移行するようになり、

全てが変わってきました。では、学術コミュニケーシ

ョンがどんどんウェブに移行している今、可能性はど

のくらい広がったでしょうか。 

（図 3） （図 4） 
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 先ほどよりだいぶ埋まっていますね（図 5）。例え

ば、一番下を見てください。PDF の閲覧回数が多か

ったとすれば、恐らく多くの学者たちがそれを読んで

いるだろうと推定できます。学者は PDF をダウンロ

ードするのが好きですからね。一方、HTML の閲覧

回数が多ければ、読んでいるのは恐らく一般人である

可能性の方が高くなります。学者は文献を Mendeley

や CiteULike といったところに保存しますが、一般人

は Delicious 等にブックマークを保存する傾向があり

ます。同様に、学者によるブログ、Twitter、ウィキペ

ディアでの引用、一般的な新聞・雑誌等での言及など

を見ていくことができます。このようにいきなり学術

的なインパクトを示す包括的なマップが描けるように

なったのです。 

 これは、航海時代が始まる前、世界のことがあまり

知られていなかった時代に地図を作っていた人々を連

想させます。ヨーロッパの地図には大きな空白があり

ました。地図の製作者たちは、それを何で埋めていい

のか分からなかったので、ドラゴンを描きました。ま

だ探検が行なわれていなかった部分にドラゴンの絵と

ともに「ドラゴン棲息」と書き込んだのです。だとす

れば、学術的なインパクトに対するわれわれの現在の

理解はこのドラゴンのようなものではないかと思いま

す。しかし、ここに来て突然、この空白を埋めること

ができるようになり、そこにある大陸がどんなものな

のかが見えてき始めたのです。 

 

Altmetrics とは 

 私たちはこれらの指標を、インパクトを測るための

オルタナティブな指標（alternative metrics）という意

味で Altmetrics と名づけました。これらの Altmetrics

を測定し、研究者に提示するためのツールとして、私

も開発に携わった ImpactStory を紹介していきましょ

う。これは Alfred P. Sloan 財団と、Mark も言っていた

国立科学財団の助成を受けたプロジェクトです。

ImpactStory でプロフィールを作成すると、このよう

なページが出てきます（図 6）。ここにはあなたの書

いた論文、データセット、スライド、ウェブサイト、

コードなど、あなたが科学者として作成したアウトプ

ットが全て表示されます。また、それらのアウトプッ

トそれぞれが与えた学術的インパクトも表示されます。

一番上の論文は、学者が保存した回数、引用した回数、

そして推薦した回数も高いと評価されています。青い

タグは学者を表しています。この論文は、一般人によ

る引用、議論、保存の回数も高くなっています。緑の

タグは一般人です。「保存回数が高い」というのはど

ういう意味でしょうか。この論文の場合は、Mendeley

に保存して読んだ人が 6 人いて、これは同じ年に発行

された他の論文の 76%よりも上回っているという意味

です。 

 最後に一つ主張しておきたいことは、ウェブネイテ

ィブな科学を推進していくにはネットワークが鍵にな

るということです。引用のネットワークはずっと以前

からあって、そのネットワークについて私たちはよく

（図 5） （図 6） 
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知っています。今、ウェブネイティブな科学に向けた

動きの中で、データのネットワークもできている、分

析のネットワークもできている、そしてそれらを結び

つけるストーリーのネットワークもできてきています。

中でも最も強力なのが、個人対個人で対話をやり取り

できるネットワークです。これは Thomas Kuhn が

「科学の世界で交わされる全てのインフォーマルな対

話を聞く方法さえあれば・・・」と書いた 1977 年頃

からずっと求められてきたものでした。今、突如とし

てそれが可能になっています。インフォーマルな対話

を追跡することができるようになって、先ほどのマッ

プの空白が全て埋まりました。つまり、インパクトの

全体像を語ることができるようになったのです。 

 最後に一つ例を挙げて私の話を終わりにしたいと思

います。ウェブが普及し始めた頃は、適切にフィルタ

ーのかけられていないコンテンツが多いと認識されて

いました。Yahoo!等の検索エンジンが登場し、何世紀

にもわたって積み上げてきた紙媒体向けのフィルター

に関する知識がウェブ用のフィルターとしても活用さ

れるようになりました。 

Yahoo!の検索エンジンは、ウェブ上の全てのページを

読んで、どれが良いページでどれが悪いページなのか

を決めていったのです。全く馬鹿げた話です。ウェブ

上の全てのページを読むことなど不可能なのですから。

しかし、紙媒体の世界の知識をウェブの世界に応用し

ようと思えば、そういう方法に行き着くわけです。 

 次に登場したのが Google です。Google は紙媒体固

有の（ペーパーネイティブな）フィルターのかけ方で

はなく、ウェブネイティブなフィルターのかけ方を考

え出しました。ウェブページを読むのではなく、ウェ

ブページ同士のリンクに注目したのです。これはネッ

トワークを意識した、かつネットワークを活用したフ

ィルターだと言えます。人手によるキュレーションと

は違い、これはネットワークが大きければ大きいほど、

フィルターとしての能力も高くなります。Yahoo!がや

っているような手作業によるフィルターではなく、ネ

ットワークを意識したフィルターを使って学術コミュ

ニケーションを対象としたら、どのようなものになる

のでしょうか。 

 現在、学術分野ではどのようなフィルターがかけら

れているのでしょうか。それは、全てを読むというア

プローチで行なわれています。これは、恐らく紙媒体

では有効でしょうが、われわれが目指しているネット

ワークを活用した、ウェブベースの世界では機能しな

いと思います。われわれは Google のようなリンクを

ベースとしたフィルターのあり方を学んでいかなけれ

ばなりません。先ほどのマップが既にあり、さらにリ

ンクはどんどん増えていっています。このネットワー

クと科学者間の対話がそろったことで、私たちはやっ

とウェブネイティブなフィルターを構築し、科学のた

めの Google を作り出すことができるようになるので

す。しかし、Google の場合と違うのは、私たちは 1

社だけが全てを担うような形を求めてはいないという

ことです。それは危険だと思います。なぜなら、科学

は非常に重要な分野だからです。われわれに必要なの

は、全てのインタラクションに関する全てのデータが

そろっているオープンウェブです。あらゆる科学者の

あらゆる研究成果のあらゆるインパクトの情報をそろ

えておくことが必要なのです。 

 これは非常に重要なポイントなので、もう一度繰り

返して言います。われわれは、あらゆる科学者のあら

ゆる研究成果のあらゆるインパクトを教えてくれるオ

ープンデータソースの世界に向かって進んでいく必要

があります。それを手に入れたとき、われわれは、ウ

ェブ上でしか構築できない、ネットワークを意識した

フィルターを構築することができるのです。Impact-

Story の長期的な目標は、そのようなデータソースを

正確に構築することです。現在、あらゆる科学者のあ

らゆる研究成果のインパクトが分かるようになるオー

プンデータソースを構築中です。ImpactStory は非営

利組織です。それは、このシステム全体を科学と科学

コミュニティーの共有物にしていきたいからです。 

 その他に、現在、われわれが手にしている情報ネッ

トワーク上に構築されつつあるツールにはどのような
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ものがあるでしょうか。一つは Abstrac と呼ばれる

iPad アプリです。これは、あなたの Twitter フィード

をチェックし、あなたがフォローしている人が科学論

文についてツイートをすると、それを iPad に送信し

てくれるというものです。特定の分野を軸としたジャ

ーナルではなく、あなた自身を軸としたジャーナルを

作ってくれるのです。そのようなジャーナルを想像し

てみてください。あらゆる分野、あらゆるテーマのジ

ャーナルがありますが、今まで個人を軸としたジャー

ナルがなかったということが不思議に感じられるでし

ょう。この個人という単位こそ私たちがこだわってい

るものであり、今、提起されている問題に対して意味

がある分析を可能にする単位でもあります。これが今

までなかったのは、紙媒体にするとコストがかかるか

らです。紙媒体の世界ではカスタム化されたジャーナ

ルの発行など絶対に不可能でした。でも、電子媒体で

あればコストはそれほどかかりません。電子媒体の世

界ならそれは十分可能なのです。 

 もう一つの例として Journal of  Digital Humanities 

（JDH）を見てみましょう。このジャーナルには投稿

という手続きがありません。インターネットを通じて

発信したいことがあればどんなものでもパブリッシュ

することができるのです。JDH には何百人というエ

ディターがいて、それぞれ自分が気に入ったものだけ

を読みます。3 カ月ごとに、既にパブリッシュされた

ものの中からエディター全員が気に入った選りすぐり

をオンラインで公開するのです。このジャーナルは、

物理的に何かを出版する組織としての出版社という概

念からどんどん遠ざかっていくものです。彼らは、

「出版とは単に自分が興味を感じたものを公開してい

る興味深い人々を集めること」という新しい考え方を

信奉しています。物理的に巨大な印刷機を持つ必要が

なくなれば、出版のコストは即座に驚くほど安くなり

ます。そして誰もがパブリッシャーとなれるのです。

私たちは誰でも、自分のための Journal of  Digital Hu-

manities を作ることができて、面白い素材で読者を惹

きつけることができるのです。これがウェブだからこ

そ可能になる二つ目のツール、ウェブネイティブな出

版に対する二つ目の考え方です。 

 ウェブネイティブな学術コミュニケーションの三つ

目は、ナノテクノロジー研究者向けのサイト

nanoHUB です。ここでは、一つの学術団体で行なわ

れることが想定されるあらゆる活動を一つの場所で行

なうことができるようになっています。ソフトウェア、

査読前の論文原稿、要約、公開可能な教材などがシェ

アできます。このサイトの最大の特徴は、信頼されて

いる人々を中心に構成されたコミュニティーだという

ことです。もし私がナノテク研究者なら、ここにいる

のは私の仲間であり、私は彼らと一緒に過ごしたいと

思うでしょう。これが、学術コミュニケーションを変

容させていくと考えられるウェブの三つ目の使われ方

です。 

 ウェブネイティブな使い方の四つ目の例は、オープ

ン・アプリケーション・プログラミング・インターフ

ェース（API）を使って、これらのデータを全て自分

のところへ持ってくることができるということです。

例えば、これは ImpactStory の API と恐らく Scopus 

API を使って作成した概要です（図 7）。このように、

全ての成果のインパクトを一つの場所に集めようとし

ているのです。 

 これまで四つの事例を見てきました。要約すれば、

ウェブはカスタマイズされた情報を見ることを可能に

しました。そして情報を即座にパブリッシュすること

を可能にしました。また、ウェブは共通の関心事を核

（図 7） 
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としたコミュニティーを作ることを可能にしました。

そして最後に、私はこれが最も優れたウェブの力だと

考えていますが、ウェブは私たち自身を世界に向かっ

て表現することを可能にしたということです。これは

ImpactStory でも非常に期待を寄せている点です。本

当のところ、皆さんにはぜひ ImpactStory のサイトに

行ってプロフィールを作成していただきたいと思って

います。それは、ImpactStory が皆さんの研究成果の

全てを世界に示すのに非常に有効なツールだからです。 

 

第二の出版革命 

 今起きていることは、学術コミュニケーションにお

ける第二の革命です。第一の革命は印刷機でした。今、

私たちはウェブによる第二の革命のごく初期のステー

ジを目撃しているのです。この革命が実際どのような

ものになっていくのか、私には分かりません。それは

誰にも分からないのです。でも、だからこそ面白いの

です。分かっているのはそれが確実に起きるというこ

とだけです。いったんデータが入手可能になれば、そ

れを使わないでいることは不可能なのです。これは引

用ネットワークについても言えます。Bibliometrics は

もともとライブラリアンのコレクション形成を支援す

るために考えられたものです。最初は非常に狭い範囲

で使われていたものが、徐々に広い範囲で使われるよ

うになっていきました。先ほどのマップを覚えていま

すか。マップ上に空白があるのを見つけたら、そこに

行かないでいるのは本当に難しいことです。戯曲家チ

ェーホフはこう言っています。「第 1 章で壁にライフ

ルがかかっていると書いたら、第 2 章か第 3 章で必ず

それが発砲しなければならない」と。 

 最後に、私の研究と ImpactStory に助成してくださ

った方々全てに感謝したいと思います。ご清聴ありが

とうございました。 

 

 

●Q1 大変インパクトのあるお話をありがとうござ

いました。昔、忍者漫画を読んだことがあるのですが、

そこに、新しい術を発明するときには、必ずそれを破

る方法も考えるというものがありました。今、Jason

さんは新しい術を開発されたと思いますが、当然、そ

れを破る、あるいは誤用されることも考えておられて、

その対策は取っておられると思います。 

 伺いたいのは、この素晴らしい術でカバーできない

ことは何かということです。他の人がどういうことを

開発すべきかと考えておられるかに関して、ご意見を

伺えればうれしいと思います。 

 

●Priem 素晴らしい質問です。しかも楽しい言い回

しで質問してくださいました。私はマップ上には興味

深い空白が幾つかあると思っています。また、この技

術には脆弱な部分もあると思っています。科学者たち

は、自分たちの交わす対話の多くを完全にプライベー

トなものにしておきたいと思っています。現在、一般

に公開されるデータはどんどん増えていますが、個々

の研究者のプライバシーの保護という非常に重要なニ

ーズをどう扱えばよいのでしょうか。これは社会のよ

り大きなトレンドを反映しています。例えば、フェイ

スブックは私が住んでいる場所、私が興味を持ってい

ること、私の知り合いなどを知っています。一方、私

がフェイスブックに知られたくないこともあります。

このジレンマは、Altmetrics にとって面白い最先端の

領域であり、乗り越えるべき課題でもあると思ってい

ます。 

 課題の一つはもちろん、このシステムを意図的に悪

用する人たちがいるということです。私は今すぐネッ

トに接続して、私の論文をツイートしてくれる 1000

人を「買う」こともできます。でも、それに対抗する

方法はあると思います。例えば、誰が私の論文をツイ

ートしたかを見て、それがスパムボットなのかノーベ

ル賞受賞者なのかを聞くということはできます。計測

が重要となる場面では常に、それを悪い意味で利用し

ようとする人がいるものです。これは実際、インパク

トファクターをめぐって起きていることです。多くの

ジャーナルが、カウントを上げさせるために密かに
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Thomson Reuters に圧力をかけているという事実は私

も知っています。大学ランキングもそうです。約 2 年

前、Times Higher Education でアレクサンドリア大学は

世界の大学トップ 50 にランクインしました。これを

知って人々は当惑しました。なぜならアレクサンドリ

ア大学は市内でもトップランクとは言えない大学だっ

たからです。後でわかったのは、一人の教授が自分の

編集したジャーナルで自分のことを何回も引用した結

果だったということです。どんなメトリックも悪用に

対しては脆弱です。最大の防御は、忍者マンガにある

ように、多くの技術を知って、Twitter、facebook、

Mendeley、引用など多くのデータソースを確保するこ

とです。 

 

●Q1 すみません、素晴らしいお答えでしたが、質

問の意図が間違って伝わったようです。私が申し上げ

たかったのは、あなたのサイトを悪用する人がいるか

もしれないということで、それを防止するための対策

を考えていらっしゃるはずだと思いますが、まさに今、

その対策について説明してくださいました。しかし、

私はその質問をしないでおきますと言いたかったので

す。なぜなら、それを公にすることは悪用する人の助

けになってしまうと思ったからです。だから、その点

については聞かないでおきますと申し上げたのです。 

 逆に質問したかったのは、あなたのその素晴らしい

テクノロジーがあり、それを使える人たちがいるとい

うことのほかに何が必要だと思いますか、ということ

です。何か欠けているもの、あなたのテクノロジーを

補うために別の人が開発する必要があるものは何かあ

りますか。例えば、私は facebook をやりませんし、

Twitter もやったことがありません。言ってみれば、

私はあなたの素晴らしい世界からははじき出されてい

るわけです。あなた自身あるいは他の人でもいいので

すが、私のような存在に対して何ができますか。何を

発明したらいいですか。これが私の質問でした。 

 

●Priem その質問に対する答えは二つあります。一

つは、まず Twitter はやるべきだということです。私

も私とコラボレーションしている多くの人たちも

Twitter で論文をパブリッシュし、Twitter で知り合っ

た人から仕事を得ています。二つ目は、Twitter はあ

なた自身が使っていなかったとしても、とても強力な

ツールであるということです。例えば、Twitter をや

っている他の人にあなたの論文をツイートしてもらっ

たり、議論してもらったりするのにあなた自身も

Twitter をやっていなければならないということはあ

りません。分野によっては、論文の 90％以上が

Mendeley のライブラリーに保存されていますが、学者

の 90％が Mendeley に登録しているわけではありませ

ん。長期的には、学者たちは皆、このようなオンライ

ンスペースに移行していくでしょう。それは、印刷機

が発明されてから学者たちが長い時間をかけてジャー

ナルに移行していったのと同じようなものです。しか

し、短期的には、私たちは誰でも、既にこれらのツー

ルを使っているアーリー・アダプターから恩恵を受け

ることができるのです。例えば、私たちは誰でも

ImpactStory のプロフィールを作成することができま

す。 

 

●Q2 私は英国のデジタルサイエンスのグループの

Symplectic という会社に勤めていて、同僚ともよくこ

の話をします。今日は測定のメソドロジーやアルゴリ

ズムのようなことは触れられていないと思いますが、

「スター・ウォーズ」時代に向けての将来の方向とし

てお考えを聞かせてください。 

 まず、測定するメディアは今後どういう方向になる

でしょうか。例えば単純に広がる、世界中のメディア

を網羅する方向に発展するのか、それともハイクオリ

ティーなメディアに対してランキングをして、セレク

ティブな方向に向かうのか。 

 もう一つ、今の Altmetrics は 2010 年以前の情報は測

定対象外、少なくともデジタルサイエンスの

Altmetrics は測定していませんが、時系列的には過去

の方まで電子化される頻度に従ってエンハンスしてい
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くものでしょうか。 

 

●Priem 今伺ったことをまとめると、二つの質問に

整理できるのではないかと思います。一つは、われわ

れはあらゆるメディアをカバーしようとしているのか、

それともメディアによって比重を変えるのかと言う質

問です。これは、いい質問だと思います。私たちが目

指しているのは、あらゆる科学者のあらゆる研究成果

のあらゆるインパクトを追跡することです。これは、

ニューヨークタイムズから、ここ東京で発行されてい

るタウン紙まで、あらゆるメディアを対象としていま

す。しかし、これらの全てが同じ比重を持っていると

は全く考えていません。ただ、われわれがそのような

比重を決めるのか、あるいはデータを公開し、ユーザ

ーに比重を決めてもらうのかということは面白いジレ

ンマです。例えば、ニューヨークタイムズはものすご

く有名な新聞だから比重が高くなければならないと言

う人がいるかもしれません。ところが別の人は、ニュ

ーヨークタイムズは海の向こうの出版物だから、東京

の地元紙の方がもっと重要だと言うかも知れません。

われわれは通常、データを提供する側が何か間違いを

犯したら、人々が求めている形に合わせてツールにデ

ータを調整してもらうというアプローチをとります。 

 2 番目のご質問は、Altmetrics はどれくらいの過去ま

でさかのぼることができるのか、あるいは 2010 年ま

ででストップしてしまうのか、ということですね。と

ても興味深い質問だと思います。確かに、Altmetrics

には時間的な限界が出てくるでしょう。しかし、かな

り過去まで時間をさかのぼれる Altmetrics もあります。

例えば、特許の記録はかなり歴史の古いものまでさか

のぼることができます。 


